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研究報告

凍結乾燥神経移植に関する実験的研究

一長距離神経欠損に対する同種神経移植につい

ての検討ー

本研究は腫疹切除手術などによる長距離神経

欠損に対して神経修復を目的とし、従来に無い

長さ 40mmの凍結乾燥同種神経移植において

再生神経線維が Schwann 細胞基底膜の消失後

も進展できるのか、進展し回復するとすればど

の様になるのかについて検討した。

実験はニュージーランドホワイト種ウサギよ

り坐骨神経を採取し、凍結乾燥処理を行った後、

日本白色種ウサギの左側大耳介神経の欠損部に

長さ 40mmの凍結乾燥神経片を用いて同種移植

した。対照として右側に自家の坐骨神経を採取

し、新鮮自家神経移植片を用いて移植した。手

術後 12，18，24，30，48週に刺激電極は移植部

の末梢端縫合部より 10mmの末梢側に、記録電

極は中枢端縫合部より 10mmの中枢側に設置し、

神経複合活動電位を導出し、神経最大伝導速度



( s.c.v.) を算出した。測定後、移植片を摘出

し、通方より固定を行い、 sp u r r r e s inに包埋

した後、薄切切片を作成した。その後、光学顕

微鏡による観察を行い、画像をコンビュータ

に入力し、単位面積あたりの有髄神経線維数を

計測した。続いて電子顕微鏡による観察を行い、

これらの画像をコンビューターに入力し、髄鞘

厚径、有髄線維の髄鞘外形周囲長と軸索ー周囲長

などを計測した。さらに形態学計測結果と s.c.v.

との相関係数を求め、両者の関連を解析した。

その結果: 1 .凍乾移植群および自家移植群にお

いて両群ともに移植 12週後に活動電位が導出

された。再生神経の伝導速度は，移植後 12週に

おいて凍乾移植群は平均 24.96+1.37m/secで，

自家移植群は平均 30.86土 5.64 m-/ s e cであり

凍乾移植群は自家移植群より遅かった。その後，

両群ともに伝導速度が増大し，移植後 48週にお

いて凍乾移植群は平均 36.13+3.80m/secで，

自家移植群は平均 42.07土 3.91m/secであり，

両群聞の差は減少している傾向が認められた。



2 .光学顕微鏡所見では両群ともに，経目的に単

位面積あたりの有髄神経線維数が増加した。ま

た，自家移植群と比較して凍乾移植群では小神

経線維束を形成しているのが認められた。

3 .透過型電子顕微鏡所見では，凍乾移植片内に

おいては再生有髄神経線維が円形あるいは楕円

形の形態を呈しているのが認められた。さらに

再生神経線維を取り囲む再生周膜様細胞および

これらにより小区画を形成しているのが多数観

察され，経目的に大きくなるのが認められた

これに対し，自家移植片内においては再生有髄

神経線維は楕円，馬蹄形などさまざまな形態を

呈し，再生過程に小区画化は認められなかった。

4 .自家移植群において神経伝導速度と高い相

関係数を示したのは神経線維の髄鞘外形周囲長，

髄鞘厚径，有髄軸索周囲長と髄鞘外形内面積で

あった。凍乾移植群においては神経伝導速度と

高い相関係数を示したのは神経線維の有髄軸索

周囲長，髄鞘外形周囲長，髄鞘外形内面積と有

髄軸索面積であった。



。

以上のことより，長さ 40mmの凍結乾燥同種

神経移植においても形態学および電気生理学的

に良好な神経再生が認められた。また，再生神

経線維における有髄神経線維の軸索周囲長およ

び髄鞘外形周囲長の計測は機能評価にもっとも

近似していることが示唆された。


